
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島県教育委員会では、家庭における子どもをはぐくむ環境づくりや地域教育力の向上に向け現状と
課題をふまえ、子どもたちの生活習慣の向上に向けて実践的に推進するため、各教育事務所単位で「地
域家庭教育推進ブッロク会議」を設置しています。昨年度に引き続き今年度２年目となります。 

 昨年度は、学校・ＰＴＡ・地域が連携して家庭教育支援に取り組むことの必要性を確認しました。今
年度は、連携実践例をリサーチし、実践例をより多くの人に情報提供していく年とします。特に、１２
月のセミナーに向け、今後どのように取り組むかを協議しました。 

 佐藤亮治社会教育主事より、「子どもをはぐくむ地

域実践プロジェクト」事業の説明をしました。 

さらに、「家庭教育をめぐる子どもの現状、家庭教

育の現状、家庭教育支援の現状」について説明があ

り、今後の家庭教育支援のあり方として、学校・Ｐ

ＴＡ・地域が連携して取り組むことの必要性につい

て提案しました。 

 昨年度に引き続き県北ブロック会議の座長は、福島大

学人間発達文化学類准教授の原野明子先生にお願いし

ました。 

 協議の糸口として、学校で取り組
んでいる連携実践を学校代表の校
長先生より、話題提供していただき
ました。具体的には、本宮市全体で
進めている子育て支援事例、伊達地
区や川俣地区の学校の取組等を紹
介いただきました。学校と公民館、
学校と健全育成との具体的な関わ
りなどが話題になりました。 

 さらに、他の委員の方からもそれぞれの立場で、家庭教育支援の必要性が述べられ、具体的な連携
策を講じていかなければならないことが確認されました。 

 １２月には、福島県男女共生センター（二本松市）でＰＴＡ関係者、子どもに関わっている諸団体の
代表、地域住民等が一堂に会して、セミナーを実施します。①全体講演②事例発表③研究協議（分科会）
を通じて、今後の家庭教育支援のあり方について協議をします。多くの方の参加を期待しています。 


